
地方創生関係交付金事業実施計画 

に掲げるＫＰＩの達成状況等について 

■ 地方創生推進交付金

  【概要・目的】 

  平成 28 年度からの地方版総合戦略の本格的な推進に向け、地方創生

の深化のために創設された交付金である。 

  【対象事業】 

地方版総合戦略に位置付けられた、自主的・主体的で先導的な事業 

  【期待される効果】 

     先駆的な取組等を後押しすることにより、地方における安定した雇用創

出、地方への新しいひとの流れ、まちの活性化など、地方創生の深化の実

現に寄与する。 

  【効果検証】 

  総合戦略同様、事業実施に伴う効果について重要業績評価指標（ＫＰＩ）

を設定しており、その検証と事業の見直し等について、令和３年度までは、

角田市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会において行っていたが、

令和４年度については、角田市長期総合計画等推進委員会において一体

的に行うこととしている。 

  【交付金上の事業名称・事業期間】 

①『Challenge Million 2016道の駅からはじまる角田（まち）づくり事業』

（平成２８年度～平成 30年度）

②『ニューツーリズムを核とした地域活性化プロジェクト』

（令和元年度～令和３年度）

  【②の事業費等】 

令和元年度  4,711千円 

（財源内訳 交付金：2,355千円、一般財源：2,356千円） 

令和２年度  34,427千円 

（財源内訳 交付金：17,213千円、 

企業版ふるさと納税寄附金：14,000千円、一般財源：3,214千円） 

令和３年度  15,196千円 

（財源内訳 交付金：7,598千円、一般財源：7,598千円） 

【資料４】 
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地方創生推進交付金事業（令和元年度～令和３年度）の概要 
 

【事業の内容】 

「道の駅かくだ」における賑わいを一時的かつ局所的なもので終わらせず、

市内各所にその賑わいを循環させるため、次に掲げる「体験型かくだチャレン

ジ事業」及び「かくだ版スポーツツーリズム推進事業」に取り組む。 

事業の実施にあたり、オープン後間もない道の駅の管理運営会社である

『㈱まちづくり角田』が単独で新たな事業に着手することの難しさを考慮し、

かつ、多角的な意見の集約を行った上で調査・研究を行い、より実効性のあ

る事業を展開していくために、市民及び関係団体等で構成する『Challenge 

Million 市民会議』を創設し、体験型観光プログラム、かくだ版スポーツツー

リズム等を構築するとともに、今後当該事業の実施主体となる『㈱まちづくり

角田』に対し、事業の提案及びサポートを行う。 

当該体験型観光プログラム等は、道の駅の賑わいの交流拠点としての機

能を強化しつつ、かくだスポーツビレッジ（Ｋスポ）の利用者の増を図るだけで

なく、市内に点在する観光地を結びつけ、地域経済の好循環を生み出すきっ

かけを創出するものであり、体験型観光プログラムの発着点を道の駅とする

ことで道の駅の利用者の増にも繋げていくものである。 

１ 体験型かくだチャレンジ推進事業 

     道の駅をプラットフォームとする地域資源をフル活用した体験型観光を推

進するため、体験型観光に係る計画策定、体制整備、システム構築を行う。 

   (1) マーケティング調査、計画策定等 

   (2) 観光アドバイザー等の招聘 

   (3) 体験メニュー掘起し開発 

   (4) サイクルツーリズム用レンタサイクル導入 

   (5) 体験型イベント運営、プロモーション 

   (6) 観光周遊ルートの検討・策定 

   (7) 観光周遊ツアー（モニターツアー）の実施 

２ かくだ版スポーツツーリズム推進事業 

     Ｋスポと道の駅が、スポーツを通じて健康、子育て、まちづくり等をテーマ

に連携することで、交流人口の拡大及び地域経済の活性化を目指す「かく

だ版スポーツツーリズム」を推進するにあたり、道の駅を拠点とした連携事

業を展開するとともに、地域資源の一体的なＰＲを実施する。 

   (1) 地域資源の一体的なＰＲ（情報発信能力向上研修の実施、道の駅と

スポーツ施設の地域資源コラボＰＲの実施） 

   (2) 健康づくり・賑わいの拠点化（ウォーキング拠点化イベントの開催、大

会等の誘致、人材育成の支援） 

   (3) スポーツをテーマとした遊具を設置した幼児向けの遊び場の整備・道

の駅と連携活用  
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〔令和元年度〕 

➊「Challenge Million 市民会議」が市からの負担金（4,711 千円）を財

源に次の事業を実施した。 

  １．「Challenge Million 市民会議」運営（21千円） 

  2.体験型観光システム構築事業（2,345千円） 

今後、道の駅をプラットフォーム化して実施する体験型観光のシステム

を構築するため、調査・研究を行い、「かくだ体験型観光ツーリズム推進事

業アクションプラン」を策定した。 

  3．観光需要ニーズ調査事業（399千円） 

市内の観光資源「JAXA、スペースタワーコウスモハウス、道の駅」と季

節の催事「牟宇姫ひなまつり」等を組み合わせたモニターツアーの実施を

予定していたが、令和元年東日本台風の影響及び新型コロナウイルス感

染症対策により中止したため、参加予定だった親子に対し、観光需要、二

次交通についてのアンケートのみ実施した。 

  4．かくだ版スポーツツーリズム推進体制・システム構築事業（1,946千円） 

  道の駅とＫスポの連携による賑わいの相乗効果を図り、かくだ版スポー

ツツーリズムのシステムを構築するため、道の駅とＫスポの一体的な PR

（チラシ作成・配布）、健康づくりの拠点化のためのウォーキング教室の開

催、幼児連れ親子の遊び場の拠点化のための幼児向け運動教室の開催

等を行った。 
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〔令和２年度〕 

➊「Challenge Million 市民会議」が市からの負担金（8,061 千円）を財

源に次の事業を実施した。 

１．「Challenge Million 市民会議」運営（51千円） 

２．体験型観光ツーリズムコンテンツ開発事業（3,418千円） 

地域資源の掘り起こしと整理、関係者ネットワークの構築を行い、体験型 

観光のシステムを構築するため、サイクルツーリズム、グリーンツーリズムの 

専門家の招聘、収穫体験イベント（秘伝豆もぎとり体験、ねぎまつり）、道 

の駅を集合場所とする新たな体験メニュー（みそ作り＆冬野菜収穫体験モ 

ニター）のモニタリング等を実施した。 

  ３．観光需要ニーズ調査事業（2,469千円） 

地域資源を活用した観光周遊ルートの構築のため、市内の地域資源と 

イベントをバスで巡る周遊型観光モニターツアー、オンラインでのリモート 

観光ツアー（参加者に事前に送った角田産食材を使っての料理、市内観 

光施設の紹介動画の視聴等）を実施し、参加者からのアンケート結果を 

基に観光需要に関する調査・分析を行った。 

  ４．かくだ版スポーツツーリズム推進体制・システム構築事業（2,123千円） 

かくだ版スポーツツーリズム推進体制及びシステムを構築するため、健

康づくり・賑わいの拠点化に向けて、日本市民スポーツ連盟認定のウォー

キングステーション制度へのウォーキングコースの登録、ウォーキングマッ

プの作成、健康ウォーキング教室、健康スポーツ教室の無料体験会の開

催等を行った。 

また、Ｋスポ関係者を対象として、感染症対策を講じたスポーツ活動の

再開のための研修会やＳＮＳ（Twitter、Facebook）の立ち上げから走り

出しまでの伴走型の研修会を開催した。 

➋今後、当該事業の実施主体となる『㈱まちづくり角田』に道の駅とＫスポの

連携ＰＲ事業を委託（2,298千円）し、健康スポーツ、幼児向け遊び場等の

情報を掲載した連携ＰＲチラシの作成・配布を４回行った。 

➌幼児向けの遊び場を整備し、道の駅とＫスポが連携して活用・ＰＲすること

で、幼児向け遊び場の拠点として定着させ、かくだ版スポーツツーリズムを

推進するため、交通公園内に幼児向けの遊具及び築山（どんぐりぱーく）を

整備（24,068千円）した。 
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〔令和３年度〕 

➊「Challenge Million 市民会議」が市からの負担金（１,１２４千円）を財

源に次の事業を実施した。 

  １．「Challenge Million 市民会議」運営（27千円） 

  ２．かくだ版スポーツツーリズム推進事業（1,097千円） 

  かくだ版スポーツツーリズムの推進・定着化を図るため、健康づくり・賑 

わいの拠点化に向けて、スポーツに関する大会の誘致・開催、道の駅かく 

だ情報コーナーを核とした情報発信体制構築のための研修会の開催等 

を行った。 

（１）イベント・教室開催等 

プロ野球ＯＢ選手による少年少女野球教室と角田市選抜チームとの 

試合を行うドリーム・ベースボール事業（※）を誘致・開催し、野球教室 

に 119名が参加、試合には 604名の観客が集まった。 

また、あぶくまパークゴルフ場、市民ゴルフ場の利用者へ道の駅かくだ 

で使える割引券を利用者のべ３４２名へ配布し、道の駅の新たな利用者 

層の掘り起こしを図った。 

  さらに、東京 2020大会表彰台レガシープロジェクトに参画し、寄附 

を受けた表彰台を角田市スポーツ交流館へ展示することで、地域住民 

の方々に東京 2020大会を振り返る機会を提供するとともに、スポーツ 

を通じた地域活性化の促進を図った。 

※ ドリーム・ベースボール事業 

一般社団法人自治総合センターが宝くじの収益で社会貢献す 

ることを目的にスポーツイベントで地域活性化を図る事業 

▲ドリーム・ベースボール事業の様子 
  （2021.11.6 河北新報） 
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（２）人材育成研修会開催等 

        今後のウオーキング事業を推進するスタッフ育成を目的として、「認定 

ウオーキング指導員」の資格取得のための研修会を開催し、１５名が参 

加、資格を取得した。 

    また、Ｋスポ、道の駅関係者を対象として、道の駅かくだの情報コーナ 

ーを核とした効果的な情報発信のあり方を検討し、その体制を構築する 

ために伴走型での研修会を開催した。 

 
 
➋今後、当該事業の実施主体となる『㈱まちづくり角田』に体験型観光イベ 

ント運営事業を委託（4,300千円）し、昨年度までに構築した体験型観光 

システムをさらに発展させるため、システム検証のためのモデル事業の実 

施、体験型観光の魅力発信のための情報発信事業を行った。 

   

  １．モデル事業運営（2,800千円） 

      体験型観光に係る実施体制の確立のため、昨年度までの調査と研究 

    をもとに、地域資源を活かした体験観光プログラムのモニター（梅もぎ体 

験、仙台牛の餌やり体験、野菜収穫体験等）や、既存イベントの実施主体 

と連携した収穫体験イベント（ねぎまつり、秘伝豆もぎとり体験等）を実施 

した。 

  また、本サイクルツーリズムの推進を図るため、本交付金で購入した電 

動アシスト機能付き自転車を活用し、道の駅かくだを発着点としたサイクリ 

ングツアーを実施し、10名が参加した。 

 

  ２．情報ツール制作（1,500千円） 

      道の駅かくだが角田市の体験型観光のトータル的なプロモーションを 

行うことで、体験型観光の更なる推進を図るため、体験型観光の宣伝・予 

約ページを作成するなど、道の駅かくだのホームページをリニューアルした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲ねぎまつりチラシ ▲「かくだ発見！わくわくサイクリングツアー」の様子 
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➌『㈱まちづくり角田』に観光周遊ルート構築事業を委託（5,000千円）し、 

昨年度までに実施したモニターツアーの調査結果を踏まえ、観光周遊 

ルートを構築した。また、当該観光周遊ルートによる観光ツアーを実施し、 

今後の商品化に繋がる自立した取組みを行った。 

１．観光周遊ルート構築（2,000千円） 

  道の駅かくだを賑わいの拠点及び地域のマーケティングの拠点とし、そ 

の賑わいを一時的かつ局所的なもので終わらせず、市内各所にその賑わ 

いを循環させ、市内への滞在時間の長期化を図り、地域経済の活性化に 

繋げることを目的に、周遊型観光モニターツアーの調査結果を踏まえた体 

験型観光と地域資源を結ぶ観光周遊ルートを構築した。 

２．モデルコースによる観光ツアー実施・検証（3,000千円） 

  「角田市周遊バスツアー＆お絵描きトレイン」や「角田で旬のねぎ収穫 

体験と歴史探訪」など、構築した観光周遊ルートによるツアーを実施した。 

  また、イベント（ずんだまつり、ねぎまつり）開催時に、 角田駅と道の駅 

かくだ、収穫体験会場を繋ぐシャトルバスを運行し、参加者の利便性を図 

るとともに、道の駅への集客と賑わいの創出を図った。 

▲「角田市周遊バスツアー＆お絵かきトレイン」 

参加者募集リーフレット 
▲「角田で旬のねぎ収穫体験と歴史探訪」 

参加者募集リーフレット 

『角田・丸森の雛めぐりと「こたつ船」、角田産

「めぐみ野あか鶏のコンフィ」ランチを満喫 

往路は阿武隈急行の貸切車両で行く角田市

モニターツアー』 

Ｒ4.1.28 「リビング福島・郡山」掲載 
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➍『㈱まちづくり角田』にかくだ版スポーツツーリズム推進事業を委託 

（3,296千円）し、Ｋスポと道の駅かくだの連携チラシの配布、Ｋスポと道 

の駅かくだの「健康づくりの拠点化」「幼児親子遊び場拠点化」「賑わい 

の拠点化」に向けた、ウオーキング教室や親子運動あそび教室を開催した。 

 

  １．地域資源の一体的な情報発信（2,284千円） 

      地元住民で賑わうＫスポと道の駅かくだを目指し、健康スポーツ、幼児 

の遊び場等の情報を掲載した連携ＰＲチラシの作成・配布を４回行った。 

 

  ２．イベント・教室等開催（1,012千円） 

      健康づくりの拠点化に向けて、Ｋスポ健康ウオーキングコースの利用促 

進を図るため、初心者向けの健康ウオーキング教室を１０回開催し、173 

名の参加があった。併せて、市民の健康づくりを推進している「角田市ウオ 

ーキング協会」の活動を支援することで、ウオーキングの普及に寄与した。 

      また、新たな利用者層の掘り起こしを図るため、総合体育館で通常行っ 

ているワンコイン健康スポーツ教室の無料体験会を１０回開催し、１３６名 

が参加した。 

  さらに、幼児の遊び場の拠点化に向けた親子運動あそび教室なども行 

った。 

 

   

➎サイクルツーリズムの環境整備を行うため、電動アシスト機能付き自転 

車１０台（1,036千円）と、自転車保管庫（440千円）を購入した。 

角田駅コミュニティプラザで令和３年９月よりレンタルを開始し、令和４ 

年３月までに 46台の利用があった。 

また、サイクルツーリズムの推進を図るため、レンタサイクルを活用した体 

験型観光メニューの一つとしてサイクリングツアーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲電動アシスト機能付き自転車 ▲自転車保管庫 
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や

観
光

イ
ベ

ン
ト

と
連

携
を

図
る

。
②

市
外

か
ら

の
来

訪
者

を
確

保
す

る
た

め
販

売
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

や
商

品
の

充
実

を
図

り
、

売
り

上
げ

を
伸

ば
す

努
力

を
し

て
い

く
。

3
か

く
だ

ス
ポ

ー
ツ

ビ
レ

ッ
ジ

利
用

者
数

生
涯

学
習

課
2
6
1
,0

1
4

（
平

成
3
0
年

度
）

人
2
0
9
,6

8
9

人
1
1
9
,0

6
6

人
1
6
1
,0

1
9

人
2
8
5
,0

0
0

人
未

達
成

Ｂ

　
前

年
度

に
引

き
続

き
引

き
続

き
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

施
設

の
閉

鎖
(8

/
2
7
～

9
/
1
2
)や

、
利

用
制

限
を

設
け

た
が

、
利

用
者

数
が

徐
々

に
回

復
し

た
。

　
な

お
、

交
通

公
園

自
転

車
利

用
者

数
は

遊
具

の
新

設
や

道
の

駅
か

く
だ

の
影

響
も

あ
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

発
症

前
を

超
え

る
人

数
と

な
っ

た
。

【
令

和
3
年

度
実

績
内

訳
】
（
前

年
比

 +
4
1
,9

5
3
人

）
・
総

合
体

育
館

 3
5
,5

2
2
人

（
+
1
4
,1

0
2
人

）
・
温

水
プ

ー
ル

 5
8
,2

6
2
人

（
+
1
0
,1

6
4
人

）
・
陸

上
競

技
場

 1
1
,3

3
3
人

（
+
4
,1

6
2
人

）
・
野

球
場

 5
,4

2
4
人

（
+
2
,1

0
2
人

）
・
多

目
的

運
動

場
 2

,9
0
9
人

（
+
1
,2

1
2
人

）
・
多

目
的

芝
生

広
場

 5
,2

4
6
人

（
+
1
6
6
人

）
・
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
 1

5
,6

9
6
人

（
+
3
,4

2
4
人

）
・
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
場

 1
7
人

（
+
1
7
人

）
・
交

通
公

園
自

転
車

 1
9
,8

1
1
人

（
+
5
,8

2
2
人

）
・
ス

ポ
ー

ツ
交

流
館

 6
,7

9
9
人

（
+
7
8
2
人

）

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

十
分

に
講

じ
な

が
ら

、
新

た
な

利
用

者
層

（
家

族
等

で
の

交
通

公
園

の
利

用
者

層
、

健
康

づ
く
り

・
介

護
予

防
を

目
的

と
し

た
利

用
者

層
、

企
業

等
の

福
利

厚
生

等
を

目
的

と
し

た
利

用
者

層
な

ど
）
の

開
拓

を
進

め
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
以

前
の

利
用

水
準

ま
で

の
回

復
を

目
指

し
て

い
く
。

地
方

創
生

推
進

交
付

金
事

業
評

価
シ

ー
ト

令
和

３
年

度
実

績

担
当

課
評

価
達

成
状

況
達

  
 　

 成
未

達
成

Ａ
未

達
成

Ｂ
未

達
成

Ｃ

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

担
当

課
事

業
開

始
前

令
和

元
年

度
実

績
令

和
３

年
度

目
標

令
和

２
年

度
実

績

2
体

験
型

観
光

メ
ニ

ュ
ー

利
用

者
数

商
工

観
光

課
／

ま
ち

づ
く
り

政
策

課
／

生
涯

学
習

課

0
（
平

成
3
0
年

度
）

人
1
4
8

人
2
,0

6
8

人
1
,9

4
0

1
,5

1
5

人
人

達
成

①
令

和
３

年
度

の
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

及
び

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
は

以
下

の
通

り
実

施
し

た
。

全
て

の
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

に
多

く
の

参
加

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

参
加

者
に

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

角
田

市
の

観
光

に
対

す
る

意
見

が
確

認
で

き
た

。
  
・
梅

も
ぎ

体
験

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
　

3
7
名

　
・
仙

台
牛

の
餌

や
り

体
験

と
野

菜
収

穫
体

験
　

1
6
名

　
・
と

う
も

ろ
こ

し
も

ぎ
と

り
体

験
　

　
1
0
名

　
・
秘

伝
豆

も
ぎ

と
り

体
験

　
0
名

　
・
ね

ぎ
収

穫
体

験
　

9
2
4
名

　
・
梨

も
ぎ

と
り

体
験

　
　

6
名

　
・
納

豆
セ

ン
タ

ー
工

場
見

学
と

里
芋

収
穫

体
験

　
7
名

　
・
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ツ

ア
ー

　
1
0
名

　
・
み

そ
作

り
、

冬
野

菜
収

穫
体

験
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

　
中

止
②

Ｋ
ス

ポ
と

道
の

駅
か

く
だ

が
連

携
し

た
ス

ポ
ー

ツ
体

験
型

事
業

を
下

記
の

と
お

り
実

施
し

た
。

　
・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
体

験
事

業
　

1
0
6
名

　
・
K
ス

ポ
健

康
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

体
験

教
室

1
0
回

1
7
3
名

　
・
Ｋ

ス
ポ

健
康

教
室

体
験

事
業

　
1
0
回

1
6
1
名

　
・
親

子
運

動
あ

そ
び

教
室

　
2
0
回

2
1
1
名

③
周

遊
型

の
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

に
つ

い
て

、
以

下
の

通
り

実
施

し
た

。
　

・
角

田
市

周
遊

バ
ス

ツ
ア

ー
＆

お
絵

か
き

ト
レ

イ
ン

　
2
0
名

　
・
西

根
田

ん
ぼ

ア
ー

ト
周

遊
バ

ス
「
べ

っ
か

く
だ

パ
ス

ポ
ー

ト
券

」
　

9
名

　
※

コ
ロ

ナ
で

途
中

中
止

　
・
角

田
で

旬
の

ね
ぎ

収
穫

体
験

と
歴

史
探

訪
　

1
4
名

　
・
角

田
・
丸

森
の

雛
め

ぐ
り

角
田

市
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

　
2
1
名

　
・
”
角

田
の

魅
力

”
親

子
で

見
っ

け
隊

！
角

田
の

魅
力

は
べ

っ
か

く
だ

～
バ

ス
ツ

ア
ー

　
1
9
名

　
・
角

田
ず

ん
だ

ま
つ

り
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
運

行
　

5
6
名

　
・
ね

ぎ
ま

つ
り

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

運
行

　
2
6
8
名

　
※

西
根

田
ん

ぼ
ア

ー
ト

＆
そ

ば
打

ち
体

験
「
か

く
だ

周
遊

観
光

ツ
ア

ー
」
は

コ
ロ

ナ
で

中
止

①
令

和
３

年
度

ま
で

に
行

っ
て

き
た

事
業

を
踏

ま
え

て
、

道
の

駅
か

く
だ

を
拠

点
と

し
た

グ
リ

ー
ン

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

体
験

型
観

光
事

業
を

開
発

、
実

施
し

て
い

く
。

②
ス

ポ
ー

ツ
型

体
験

事
業

は
、

ス
ポ

ー
ツ

団
体

（
Ｋ

ス
ポ

指
定

管
理

者
、

ウ
オ

ー
キ

ン
グ

協
会

等
）
と

道
の

駅
か

く
だ

と
の

連
携

事
業

と
し

て
、

事
業

の
拡

充
を

図
っ

て
い

く
。

③
角

田
市

の
周

遊
型

観
光

に
つ

い
て

、
季

節
に

応
じ

た
周

遊
型

観
光

ル
ー

ト
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

の
実

施
を

通
じ

て
参

加
者

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
て

き
た

。
今

後
は

道
の

駅
が

主
体

と
な

り
、

参
加

者
の

評
価

を
反

映
し

た
各

種
周

遊
型

観
光

ル
ー

ト
の

商
品

化
を

目
指

し
て

い
く
。

達
成

=
 令

和
３

年
度

の
実

績
値

が
令

和
３

年
度

の
目

標
値

と
同

値
も

し
く
は

こ
れ

を
上

回
っ

た
も

の
未

達
成

A
=

 現
時

点
に

お
い

て
、

令
和

３
年

度
の

目
標

値
に

達
し

て
い

な
い

が
、

令
和

４
年

度
中

に
目

標
値

に
達

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

も
の

未
達

成
B

=
 現

時
点

に
お

い
て

、
令

和
３

年
度

の
目

標
値

に
達

し
て

い
な

い
が

、
今

後
数

年
度

程
度

で
目

標
値

に
達

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

も
の

未
達

成
C

=
 上

記
に

該
当

せ
ず

、
現

時
点

に
お

い
て

、
今

後
も

令
和

３
年

度
の

目
標

値
に

達
す

る
こ

と
が

難
し

い
も

の

※
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★「スポーツ・まちづくり」優良自治体表彰（スポーツ庁長官表彰） 
  Challenge Million2016（H28～H30 ）と Challenge Million市民会 

議（R1～）において取り組んできた「スポーツ」と「道の駅」の連携事業につ 

いては、その取り組みについて評価をうけ、さらに、その取り組みが市内全域 

へ波及し「スポーツによるまちづくり」につなげていることから令和３年１２月 

にスポーツ庁から標記の表彰を受賞した。 

2021.12.17 河北新報 
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【参考】 

■ 企業版ふるさと納税

●企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは

企業版ふるさと納税は、国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェ

クトに対して企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除する仕組

みである。 

さらに、令和 2 年度より、地方創生の更なる充実・強化に向けて、地方への

資金の流れを飛躍的に高める観点から、制度が大幅に見直された。これによ

り、損金算入による軽減効果（寄附額の約 3 割）と合わせて、最大で寄附額

の約 9 割が軽減され、実質的な企業の負担が約 1 割まで圧縮されるなど、

より使いやすい仕組みとなった。 

●令和３年度寄附実績

○寄附対象事業

地方創生推進事業 ～ニューツーリズムを核とした地域活性化プロジェクト～

○寄附をいただいた企業

企業名 本社所在地 

角文 株式会社 愛知県刈谷市 

例えば、企業が 100 万円を寄附した場合、損金算入措置により、寄

附額の約 3割（約 30万円）の税の軽減効果がある。企業版ふるさと納

税を活用した場合は、さらに寄附額の約 6割（約 60万円）が税額控除

され、通常の 3倍の約 90万円の税の軽減効果がある。 

約３０万円（通常）

損金算入による軽減効果

（約３割）

税額控除

（約６割）

企業負担

(約１割)

約９０万円（企業版ふるさと納税を活用した場合）
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○地方創生推進事業

「道の駅かくだ」の賑わいを市内各所に波及させるため、収穫体験を主としたグリーン

ツーリズムやレンタサイクルを整備してのサイクルツーリズムの推進、市内の地域資源を

結ぶ観光周遊ルートの構築など、体験型観光のシステムを構築するとともに、道の駅とそ

の周辺のスポーツ施設が連携してスポーツツーリズムを推進することで、地域経済の好

循環を生み出すきっかけを創出する。 

○駅前花島線整備事業

令和元年東日本台風の大雨により、尾袋川から左関地

区へ越水し、同地区で甚大な家屋浸水被害が生じたた

め、越水対策及び避難路確保を目的とした止水壁の設置

を行う。〔事業スケジュール〕R２年度：測量設計、R３年度：

止水壁工事 

○大沼野田前線整備事業

市道大沼西堤防線を越水した洪水は、大沼地区の水田

地帯に流入し、その後市街地へ流入し甚大な被害をもたら

したため、現在施工中の住社橋（小田川）から谷地町地区

に向けて、大沼野田前線の延伸を行い、二線堤として機能さ

せ、また野田地区住民の避難路としての整備を行う。〔事業

スケジュール〕R３年度：測量調査設計、R４年度：盛土工事 

○南町斗蔵線整備事業

令和元年東日本台風の大雨により、南町斗蔵線の

路面の低い区間で冠水し、通行ができなくなったため、

大雨時の道路冠水を防止し、緊急輸送路及び避難路

確保を目的とした、道路をかさ上げする改良工事を行

う。〔事業スケジュール〕R３年度：測量設計・用地補償、

R４年度：盛土工事 

○陸上競技場改修事業（第３種公認競技場）

傷んだ走路を改修し、ルール改正に伴う設備、備品をそろえる

ことで、日本陸連の第３種公認を更新し、特に地元の小・中・高 

校生に陸上競技を安全に行う環境を整えることで、子どものス 

ポーツ振興を図る。 

【令和 3年度 角田市企業版ふるさと納税 寄附対象事業】

■地方創生推進事業～ニューツーリズムを核とした地域活性化プロジェクト～

■防災・減災対策事業～令和元年東日本台風を教訓とした防災・減災対策～

寄附金充当事業 
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